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古代染色の化学的研究

第6報 古代楯子染について
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(1976年9月30日 受 理)

1.緒 言

クチナシ(GardeniajasminoidesEllis)は 東 亜特産の暖 地植物1)で あ る.中 国の黄河 以南,

日本で は本州 中南部,四 国,九 州 および沖縄 に 自生 し,常 緑の低木で晩春 に咲 く自花 は甘

い佳香 を放 ち,初 冬 に機色の実が熟す.こ の実 を中国で は山樋子(さ んさ し)と 呼 び,漢

王 朝にはその消炎 止血の薬効が知 られ,熱 水抽 出液 は黄色染 料 として用 い られていた・漢

語 にこの植物の異 名がす こぶ る多 く単 に樋(し)一 字で示 され樋子,庖 子,肥 樋,慈 母,

枝 子 と書かれ るのは実 を示 した もので あろう.花 は 白玉花,白 蜷花 と記 され るが,黄 枝花,

黄 施花の語は黄色の花種 を指す もので ある.わ が国で文 献上の記載は肥前風土記2)に 「日値

嘉島則有f榔,木 蘭,椀 子 ……」 と現在の五島列島 に 自生 する植 物の中に現 われ る.久 知

奈之の語 はこの熟果が 口を開けな い観察か ら生れ,古 今 和歌集3)の 巻 第19に,次 の歌が ある.

み みな しの山の くちな し得て しかな思ひの色の したぞめにせ ん

大和の耳成 山の くちな しを得て緋色の下染 めに しよ うと云 うこの歌 か ら註に頼 らず とも

平安 朝期 にはクチナシの染液で黄 に染 め,ベ ニバ ナの交染で緋 色に染めあげ る技術が周知

されて いたことを物語 って いる.「 延喜式4)」 に楯子 を用 いる染色 に,紅 花 との交染 によ る

「深支子」 と 「浅支子」 があ り,前 者 は綾一疋の交染 に,支 子1斗,紅 花大12両 を 用い紅

緋色 に仕上 げるの に対 して後者 は支子2升 で浅 黄に染 め紅花小三 両で交染す る.そ の発色

は禮色で あ り,本 来の支子の みの染色 は 「黄 支子」 と記述 されて支子1斗 を もって媒染剤

を用 いない.ク チナシは山野 に 自生 し,植 栽 され 品種 も豊かにな り,わ が国で は最 も身近

な染用植物で ある.中 国,台 湾で 白玉花 を結髪の飾 りとした古習 が あり,食 用 染料 として

も使 った.東 海道藤枝宿の瀬戸 乃染飯 や豊後染 飯は今 に残 る古習で ある.

ク チナシの温 水抽 出液の色素 の研 究は1858年Rochleder,Mayer5)両 氏 によ って中国産

の山楯子 か ら赤色の固体 を得て,こ の色素 がサフ ラン(Crocussatius)か ら抽 出 さ れ る

Crocinと 同 じ物 質で あ ることを認 めた ことか ら始ま る.彼 等 は西洋茜か ら得 られ るCh-

10rogeninを も認めて いるのは興味深 い.そ の後サ フランを材料 と して諸家 によってCr-

ocinが 追 究 され,F.Deckerは1915年Crocinを 加 水分解 してCrocetinを 得 た.Cro-

cinお よ びCrocetinの 構 造決定 と合成はKarrer6)お よび その協 同研究者 によ って1927～
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1933年 に亘 って行われた.

カ ロチノイ ド色素群の研究はVitaminAの 研 究 と関連 してKuhn-一 派 が競 ってCr-

ocetinの 立 体異性体 とその挙動 も解明 されて いる.図1のCrocetinの 構 造は共役二重

結合 が7個 存在 し,炭 素連鎖 が長 くなる程 その物質の色は濃 くな り,吸 収極大は長波長 に

近づ く発色団 と して認 め られ,両 端 の2個 のカルボキシル基は助色団で ある.同 じ配糖体

を成分 とす るサ フランとクチナシを比較 すると,サ フ ラン7)は花 の柱頭を 古代か ら黄色染

料 と香料 を兼ねて利用 し,1ポ ン ドの染料 はその柱頭(stigmas)7000本 に相 当する.高 価

で貴重で ある.ク チナシは身近 に得 られ染料 として最 も染め易い.サ フラ ンも原産地8)は 東

国で トルコか ら西漸 して イタ リヤ,シ シ リーか らスペ イ ンに移 って欧洲諸 国に広 ま った植

物で ある.英 国 中世のサ フラン飯子 やスペ イ ンのarrOzCOnpOlloは 鶏 肉と米飯 を混ぜ サ

フランで黄金色 にして香 りを放つ大!111料理 で あり,東 洋の 白玉花の調理 とクチナシの染飯

な ど東西規 を つ に してい る.サ フランの黄色染色 には染着効果 をあげるためにアル ミニ

ウムやスズの塩 を媒染剤 と して用 いるが,ク チナシは直染の みで ある.

この ことは同 じ色素配糖体 を利用 して いて も,ク チナシには染着効果 を助長 する水溶性

成分が含 まれてい るのではないか.さ きに西洋のベ ルベ リン含有の黄色染料植物 は金属媒

染を必要 とし,東 洋のベルベ リン塩基 を持つ キハ ダは水溶性 多糖質9)が 含 まれてお り,こ れ

が助剤 とな ってい ることを報 じた.ク チナ シの場合 も染着因子 を調べ ることによって判明

す ると考 え,延 喜式 の処法 によ る黄 支子染色を行 ない,あ わせて金属塩の媒染 を試み,多

角的に確かめ るべ く本研 究を実施 した.

2.実 験

2.1材 料

2.1.1試 験 布

Bombyx属 の 家蚕絹 糸を用 いて織 った淡黄 白色の未 晒絹布を用いた.木 綿は天竺未晒木

綿 を絹 と併用 した.

2.1.2ク チ ナ シ果実

南紀産 クチ ナシを乳鉢 に入れ細砕 して用 いた.水 分==10・13%,灰 分 一4・02%,メ タ ノ

ール可溶分一27・20% .

2.1.3椿 灰

日本在来種のヤマ ツバ キの葉を,京 都府綴 薄郡男山の山 中で 昭和51年5月9日 に採 集 し,

これを風乾の後に古法通 り灰化10)した.
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2.1.4椿 灰 汁

精練用の灰汁 として,飽 和水溶液を作 り,

いた.

使 用 に当って 倍 量の水で稀 めph-9・5で 用

2.2ク チナシ水溶性成分の分離

2.2.1ク チ ナ シ水溶性成分の抽 出1

ク チナシ風乾粉末5.09(無 灰 乾燥分 と して4.299)を 容 量300m1の 丸 底 フラス コに入れ,

150m1の 蒸 溜水を加 え,デ イム ロー冷却器 をつ けて,湯 浴 上に1時 間加熱 し,放 冷の後,

溶 出液 と残渣 を分 け,残 渣 は再 び100m1の 蒸 溜水を もって同様に加熱抽 出す ること2回 の

後,抽 出液を合 わせ,減 圧 下400Cで 濃 縮 し,約%4量80m1と し300m1容 量 の ビーカーに移

す.液 をか きまぜ なが ら99%ア ル コールを沈澱が生 じな くな るまで加え る.沈 澱 を遠心分

離(1分 間3500廻 転)に よ って上澄液 と分け る.

2.2.2ア ル コール可溶分

2・2・1で 得た アル コール溶液は燈赤色 を呈す る.こ の液 を減圧下370Cで 濃 縮 して,

シ ラ ップ(1.259)と し,こ れの1.09を100m1の 丸 底 フラス コに採 り,25m1の エ ーテル

を加え,防 湿塩化 カルシウム管 をつけ たデ イムロー冷却 管をセ ッ トして,電 熱バス上で,

液 の沸騰温度で1時 間還流 し,エ ーテル溶液 を冷却後 に,200m1の マ イエル ・フラス コに

3回 に亘 って繰返 し集め,芒 硝 を加 えて一夜 放置後,炉 過 し,1戸 液 を減圧 下30。Cで 濃 縮

し,得 られた燈色の シ ラップは間 も無 く結 晶状 に固化 した.

収 量一3.Omg

2.2.3水 溶 性色素の薄層 ク ロマ トグラフ ィ

試料 と して2・2・1で 得た水溶 液,2・2

・2の アル コール可溶分 シ ラップ ,エ ーテル不

溶 シラ ップおよび エーテル 可溶結 晶状固体 をえ

らび,水 溶液はその まま微量 を毛細 管 に採 り,

他 は水溶液 を毛細管 に吸 引 させ て,20×10cm

の ガ ラス板上 に厚 さ0.25mmに メ ル ク製 シ リカ

ゲルを塗布 した原 点 にスポ ットした.展 開剤 は

表1.Rf値 と発色による区別
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ク ロ ロホルムー メタノール3:2の 混 液で26。C,2時 間 であ る.呈 色剤は10%硫 酸 液 を用

い,140。C5分 間保 って図2の 薄 層ク ロマ トグ ラムを得 た.そ のRf値 と発色区別 を表1

に示 す.

ク チナシ水溶成分 は原点 に留 まる物 質以外 にRfO.92,RfO.67,RfO.53,'RfO.38お よび

RfO.18を 示 す物質が認め られ,ア ル コール ロ∫溶分は原点 に留 まる物質 を分離 して いる.

エ ーテル抽 出によって分離 され た物質 はRfO.92の 単 一スポ ットを示 してい る.

2.2.4エ ー テル不溶 分色素の薄層 クロマ トグ ラフ ィ

エーテル不溶分はRfO.67とRfO.53が 顕 著で あ りRfO .38とRfO.18はtraceで あ

る.前 二者 を分離のため に2・2・3と 同 じ条 件で プ レー トの原点のlineに エ ーテル不

溶 分100γ9を 毛細管か ら数 回に1〔って塗布 し,展 開の後,2・2・3の プ レー ト と 並 べ

RfO・67付 近 とRfO.53付 近 を定規 を当て スパ ーテルで 水平 に掻 き取 った.各 々を小 試験

管に入れ温水で色素 を抽出 し,内 径3mlnの ミクロ管に分 けて入 れ,色 素 の呈色反応 を行

な う.

2.2.5色 素 の微量呈色反応11)

2・2・4で 分離 したRfO.67,RfO.53お よび エ0テ ルで抽 出 した2・2・2の 結晶

(RfO・92)を ミク ロ管に分注 し,そ れぞれ三塩化 アンチモ ンー クロロホルム溶液,ア ニ リ

ンおよびフエー リング溶液 を もって呈色反応 を行な った.そ の結果 を表2に 示す.

表2.ク チナシ色素成分の呈色反応

試 料 フ エ ー リング 溶 液 ア ニ リ ンSbC13-CHC13

RfO,92

RfO.67

配
色
拠
n月
ン

音

チ
H

ロカ

琳
島
「
鳶藷

ク

RfO.53

RfO・92を 示 す色素は フエー リング溶液,ア ニ リンと反応せず三塩化 ア ンチモ ンー ク ロ

ロホルム溶液によ って直ちに褐色 とな り次第 に暗青色 に変わ りク ロロホルム層 に紫の量 を

現わ し共役2重 結合11個 以 上を持 つカ ロチ ン反応 を示 した.RfO.67の 色 素 はフエー リン

グ溶 液のアルカ リによ って紅 色か ら褐色 にな るが,変 化せず,ア ニ リンによ って暗赤色 と

な り・ ク ロセチ ン特有の 呈色 を示 す.RfO.53の 色 素は フエー リジグ溶液 を還元 し配糖体

ク ロシ ンで あ り,三 塩化 ア ンチモ ンー一クロロホルム溶液で褐色 に留 まり,ア ニ リンによっ

て冷時変化せず加熱 によ っての み赤褐色 とな る.

2.2.5ア ル コール不溶 沈澱(粘 質物)

2・2・1で 得 たアルコール不溶沈澱 は灰色で あ る.99%ア ル コール,つ いで エーテル

をもって沈澱 を洗浄 し,固 く絞 り真空 乾燥器 中で シ リカゲル上 で吸引乾燥 した.

灰 白色粉末収量=0.87g

上 記 灰 白色粉末0・509.を50m1の 熱 湯 に溶か し,活 性 炭小 量を加え80。Cの 湯浴上 に15

分 保 った後,ヌ ッチ エを用いて清澄湧液 と して,20m1に 減 圧下 に濃縮す る.こ れ に 倍 量

のアル コールをか きまぜつつ加え 白色の沈澱 を得て,ガ ラス フ ィルター上 に移 し,無 水 ア

ル コール,つ いでエーテルで洗浄 し真空乾燥 により粘質物 を精製 した.

白色粉 末収量二〇.369

2.2.6白 色 粘質物の加水分解

上記 の白色粉末25mgを 秤 り,容 量25m1の ナス型 コルベ ンに入 れ,2N-HCI2mlを
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加 え,デ イムロー冷却管 を付けて,湯 浴上 に2時 間加熱 した.放 冷後,コ ルベ ンの内容液

をU過 し,フ ーマス質 を除 き,蒸 溜水 を加 えて濃縮 しexcessの 塩 酸 を放遂 した後,水 解

液 をシラ ップとした.淡 黄色 シラ ップ収一=21mg.

この シラ ップは 甘味 と同時 に酸味 を持 ち,フ エー リング溶液 を直 ちに還元 し,オ ルシ ン反

応 も顕著で ある.

2.2.8粘 質 物水解物 のペ ーパ ーク ロマ トグラフ ィ

東洋 汐紙No.51の30×40cmの 原 点 に1.5cmの 間 隔を保 って,試 料(5Y)を 水 溶 液と し

てス ポ ッ トした.対 照試料 と して,左 端か らブ ドウ糖,ガ ラク トース,マ ンノース,果 糖,

マ ル トース,セ ロビオース および リボース を並べ た.右 端 よ りガラクチ ュロン酸,グ ルク

ロン酸,グ ルクロン酸 ラク トン,ア ラ ビノース,キ シロース およびラムノースを未 知試料

の両側 に配 置した.展 開液はn-一 ブ タノールー酢酸一水(4:1:2),上 昇 法 によ り26～

28。C,24時 間 行な った.呈 色剤はo-一 ア ミノフエノール～燐酸一 アル コール液であ る.図

3の ペ ーパ ー一クロマ トグラムを得 た.そ のRf値 と発色 による区別 を表3に 示 す.こ の結

果は粘質物の組成が ラムノ ース,ア ラ ビノ ース,ガ ラク トースの 中性糖 とウ ロン酸で ある

ことが判明す る.ウ ロン酸 と しては水解条件 によって グルクロ ン酸な らば その ラク トンの

ス ポ ッ トも顕われ るが,こ こでは 単 一のス ポ ッ トで グルクロ ン酸で は無 くガラクチ ュロ ン

酸で あることは間違 いない.RfO.13RfO.08お よびRfO.03は4つ の成分糖 によるオ リ

表3.Rf値 と発色による区別
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ゴ糖 で あり,そ の うち紫色 を示す ものが2つ あ ってガ ラクチ ュロン酸の 占め る割合 の大 き

いことが判明 した.

2.3染 色 実験

2.3.1試 験布 の精練

絹および木綿布は1Lの ビーカー中に2・1・4で 調製 したph=9.5の 椿 灰汁500ml

を入 れ・沸騰温度に湯 浴上で保 った後に,投 入 して,ガ ラス棒でか きまぜ1時 間精練 した

後・ 冷水で洗 い,再 び沸騰蒸 溜水中に漬け,吸 着 した灰汁の金属塩 を除 く.5分 間 の後,

取 出 して水 洗 し風 乾 して用 いた.

2.3.2ク チ ナシ染液の調製

2・1・2の クチナシ粗粉109を 清 浄 な木 綿布 に入れ,蒸 溜 水ph=6.2,100m1を 入

れた300m1の ビーカー中に漬け,沸 騰湯浴上で30分 間 色素を抽出す る.抽 出液を去 り,さ

らに100〃zZ蒸 溜 水 を加えて同 じ条件の 下に第2回 の抽出を行 ない,抽 出液を合 わせて染液

とした.染 液収量=172m1.

2.3.3染 色

染 液100m1を250m1の ビ ーカ ーに移 し,98-1000Cの 湯 浴 中に浸 し,絹 および木 綿15x

20cmを そ れぞれ15min,液 中 に漬け,と きどき布 をか きまぜ る.10min間 放 冷 して ビー

カ ーより取 出 し,水 中に5秒 すすいでか ら絞 り風 乾 した.1回 染 色毎 に測定用 のStrip

を切 放つ ことは既報の実験 と同様で ある.染 液は2回 毎 に更新 した.

2.4反 射 率曲線と測色値12)

2.4.1絹 布 の反射 率曲線と測色値

2・3・3の 染布は同 じグル ープを島津製光電色 彩計によ り1枚 のchartpaper上 に

可視部の反射率曲線 を軌跡 させDigitalReadoutsystelnよ り送 られ るDigita1電 気 信

号によ り,分 光デ ー タをIBMカ ー ドに 自動穿孔 させて,コ ン ピューターにより結果 をま

とめた・ 図4に その反 射率 曲線 を示 す・表4は その測色値で ある.λdお よびPe(%)は

C.1.E色 度座標 によ って求 めている.

表4.ク チ ナシ染絹布の測色値

染色回数}X

1一一㎝51
,31

48.23

38.71

'38
.19

'
,39.51
i

Y z}x
-
⊥

9
臼

つ
U

4

5

51,09

47.67

37.07

36,56

37.47

11,2010.451

10.3510.453
i

6.9710.467

6.040.472

5.0410.481

y⊥ λdPe(%)

0.449

0.448

0.447

0.452

0.456

578,0

578.5

578.3

580

582

55.2

74.6

75.1

82.1

×3.6

図4に お いて染色3回 で 充分で あることが認め られ,表4のd578.3Pe75.1と い う鮮

やか な黄色値で判 明する・ キハ ダの染 色と比較す るとクチ ナシは染色効果が大 き く古代染

色 中で最 も手軽で ある.

2.4.2木 綿 の反射 率曲線と測色値

木綿の染色 も絹 と同じ傾 向を示 して おり回を増 すほど主波長 も少 しつつ長波長方向へ移

りPe純 度 も高 まる.木 綿は黄色 に染 まるが,絹 に くらべるとPe値 に格 段の差が ある.
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波 長(㎜)

図4.ク チ ナ シ染 絹 布 の 反 射 率 曲線

表5.・

Y

64.55

63.35

54.85

53.66

54,14

クチナシ染綿布の測色値

70U

絶 回釧x

1164.48

2…62.99

3i54.98

4153.63

5153.98

ZxY

Il

31.0210.402
iI

30.89;0.4000.402

22.4910.4150.414
　

20.52iO.4190.4191

20.300.420α4211

1

λdPe(%)

0.403577

477.1

478.2

580.3

580.4

46.3

47.8

55.2

59.7

61,2

2.5金 属塩 の媒染 効果

2.5.1媒 染金 属塩溶 液

クチ ナシ染色はキハダの染色9)と 同 じ く無媒染で 充分 美 しい黄色 を得 られ るが,サ フラ

ン染色 に見 られ る金属塩の媒染効果 やキハ ダの それ と比較の ため,表5に 示 した各種 金属

塩水溶液100m1つ つ を用 意 した.表 中 にCr… の みは0.5%で あ るのはその溶解度の小 さ
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図5.ク チ ナシ染 綿 布反 射 率 曲 線

表6.金 属 媒 染剤(Metallicmordantsfordyeingtest)

5

element Formulaofsalt

K2SO4・A12(SO4)3・24H20

CuSO4・5H20

SnCl4・3H20

Pb(NO3)2

SbC13

Bi(NO3)3・5H20

CNH4)sMo;Oz4・4H20

CrC13

FeC13

NiC12

CoC12

Ioniccolour
Gramsper

100ml(°o)

Al(III)

Cu(lb)

Sn(IV)

Pb(IV)

Sb(V)

Bi(V)

Mo(VI)

Cr(VI)

Fe(VIII)

Ni(VIII)

Co(VIII)

blue

green

yellow

green

blue

O

O

O

O

O

O

O

5

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

0

1

1

1
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い故で ある.

2.5.2試 験 布

水洗 した絹布 お・よび綿布15×20cmを 用 いて,中 性洗剤59を 水500mlに とか したll

ビー カーに入れ,1時 間 ゆ るやか にboilし,布 をかきまわ しなが ら精 練す る.水 洗後 に

風 乾 して試験 に用 いた.

2.5.3染 色 と媒 染

2・5・2の 処理 を した絹布 と綿布15×20cmの ものを2・3・2の 染液IOUmlを 入 れ

た300m1の ビーカG1=-1に 浸 し,沸 騰湯浴 上で1時 問染色 し絞 って水洗後 風乾す る.風 乾 し

た染布 をそれ ぞれ5'〔5cmに 切 断 して12枚 つ つ とす る・切断 した絹布 と綿布 を再び新 ら

しい染液 中で沸騰湯浴上 に30分 間染 色を重ね る.絞 って水洗 し,絹 布 と綿布の1組 を残 し

て,直 ちに100m1の ビーカー中に各 種の媒染液 を30m1を 入 れた11個 の 媒染浴 中に絹 と 木

綿の1組 つつ常温で浸 し,拡 げて,か くはん し15分 間媒 染す る・軽 く水洗 し直射 日光 をさ

けて風乾 した.

(i)ア ル ミニウムおよび銅媒染

反

射

率

(%

40048(1580680

波 長lnm)

図6.ク チ ナ シ染 絹 布(Al,Cu媒 染)の 反 射 率 曲線
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表7.Alお よびCu媒 染絹布の測色値

試 料 x Y Z X Y λdPe(00)

Al媒 染

Cu媒 染

38.2036.575.18

35.6434.615.71

0.4770.457

0.4690.455

580.089.9

579.880.3

反

射

率

(%

n

b
i
b

S

S
B
P

400480580680

波 長(nm)

図7.ク チ ナ シ染 絹 布(Sn,Pb,Sb,Bi媒 染)の 反射 率 曲線

図6にA1お よびCu媒 染の反射率曲線を,表7に それぞれの測色値を示す.

Al媒 染とCu媒 染の反射率曲線は主波長付近の吸収は余 り変 らず,意 外に刺激純度が

高い.染 布はAl媒 染のものは柑子(こ うじ)色,い わゆる平安朝の萱草(く わんぞう)

色13)であり,Cu媒 染布は帯緑黄色となる・参考に染めた木綿にもこの傾向を帯びる・

(ii)錫,鉛,ア ンチモンおよび蒼鉛媒染

図7は4種 の金属媒染布の反射率曲線である.

4本 の曲線は,近 接しており,週 期律表第4族 のSnとPbは 原子量の重いものが下方
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表8.Sn.Pb.Sbお よびBi媒 染 媒 布 の 測 色 値

試 料 x Y Z X y λdPe(%)

Sn媒 染

Pb媒 染

Sb絹 染

Bi媒 染

40.4438,856.17

38.3037.116.78

39.0137.636.33

39.7638.145.87

0.4730.454

0.4650.451

0.4700.453

0.4740.455

579.579.1

579.080.6

:11:!.

579.279.1

反

射

率

(%

Mo,Ni,Co,Cr

40Q480580680

波 長(nm)

図8.ク チ ナ シ染 絹 布(Cr,Mo,Fe,Ni,C媒 染)の 反 射 率 曲線

にある.第5族 のSbとBiは 黄 色吸収帯付近で は,Crossし て いる・表8の 測色値では

主波長 も4者579.0～580.0の 間 に在 り,刺 激純 度 も高い位 置にあ る・染 色布 を観 察す ると・

いつれ も緑 を帯 びた黄色で あ る.

(iii)ク ロム,モ リブデ ン,ニ ッケル,コ パ ル トおよび鉄媒 染

これ ら週期表VI族 と皿族の重金属類は黄色波長570～590nm付 近 で はFe… 以外 は近接
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表9.Cr,Mo,Ni,Coお よ びFe媒 染

試 料X Y Z X ylλdPe(00)

Cr媒 染

Mo媒 染

Fe媒 染

Ni媒 染

Co媒 染

37.02

39.89

27.47

39.82

37.83

35.99

38.47

27.80

38.34

36.37

5.5610.471
i

6.620.469

6.6110.443

5.9010.473

5.4810.474

0.458

0.452

0.449

0.456

0.456

579.2

580.0

577.3

579.2

579.2

79.1

79.1

71.2

79.1

79.1

して い る曲線が図8に 見 られ る.そ の測色値は表9に 示 されるよ うにFe"○ の み 主 波 長

577.3nmで あ り緑の波長 に..近 づ いて いる.

染 布 を観察 して他の四者は帯緑 色の緑の ニュア ンス が 大 同小 異で あり,λdは579.2～

580.OnmでPe%も79.1と 等 しい ことで も判 か る.鉄 媒染の ものは オ リーブ色で あ り,緑

が 目立つ.

3.実 験結果と考察

3.1ク チ ナシの色素

クチナ シの水溶成 分(染 色関与 物)か ら色素配糖体Crocinと そ の色素Crocetinの ほ

か に,CaroteneC40H56が 溶 存 してい ることをエーテル抽 出液か ら薄層 ク ロマ トグ ラフィ

と抽色反応 によ って認めた.

3.2ク チ ナシの水溶性多糖

クチ ナシの熱水抽 出液か らアルコールによ って粘 質物 を沈 澱 させ た.そ の水解物のペー

パ ークロマ トグ ラフィを行な いガラクチュロ ン酸 を主体 とするヘテ ロ ・ポ リサ ッカ ライ ド

で あることを確認 した.こ の 多糖類 は既報9)の キ ハダの多糖類の如 く,そ れぞれ天然染料 の

助剤の働 きをなす と考察す る.

3.3ク チナシ染色

絹および木綿の染色はともに美 くしく純度の高い黄色を示す.特 に絹は良く染まり3回

の染めで充分である.

3.4各 種金属塩の媒染効果

各種金属塩(主 として塩化物)に よる媒染を行なった結果,Al… は黄色調を深め刺激純

度89.9%と いう高い値を示 した.一 般に金属媒染の結果は刺激純度の低下14)をもた らすが,

クチナシのそれは刺激純度に変化が見 られない特徴がある.金 属媒染によってクチナシは

黄色に緑を帯びる傾向が認められ,こ のことは主波長が緑の色相(500～570nm)へ 近づ

くことを意味する.上 代の染色において灰を用いてクチナシに赤味を加えることの不可能

を知り,彩 との交染を行なったと考える.

終りに臨み色彩測定に当って,機 器使用の便宜を与えられた住友工業株式会社 大阪製

造所色彩研究室 村田幸男課長に厚 く感謝の意を表 します.
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Summary

Capejasmiize(GardeniajasminoidesEliss),JapanesenameKuchinashiisaperen_

vialshrubgrowingwildinJapan,FormosaandChina.Itisalsocultivatedin

fieldsandgardenandmademuchbetterthanthewildkind.Itisafavouritegarden

plantonacountofitsbeautyandsweetodourofwhiteflowers.Capejasminefruit,

asitcomesuponthemarketsodrugandyellowdyesinceancienttime.

Dyeingfactorofcolouringmatterismainlycrocin,crocetinandsmallquantity

carotenewereconfirmedonthinlayerchromatographyalldcolourreactionfor

theconstituents.

DyeingtrialswithbothKuchinashiwatersolutionandmetalsaltsemploying

mordantedsilkclothgaveanyshades.Allmetalsusedgavegreenishyellowcolour.

Especially,olivecolourwasdevelopedwithironion.Aluminiumiongavebrilliant

colour,Pe89.9700.

Thewaterextractusallycontainedwatersolublepolysaccharides.Itisnewinven-

tionthatmucilageconsistsofgalacturonicacid,galactose,arabinoseandrhamnose.

Thesepecticsubstancesprobablyactasadyeingauxiliary.


